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生々流転する形而上的自己  

 

山田  悠至  
 

はじめに	

 

思想を語ることは己の病の告白であり，哲学的営為は自己救済である．自分

を救えるのは自分だけであり，自分で自分を救いたいという想いが全ての哲学

の根底にある． 

九鬼周造 1 という哲学者がいる．彼は『「いき」の構造』において，花街とい

う虚実入り混じる苦界の女性をモチーフとし，自己が如何に生成し，「いき」が

どのように成立するかを思索した．芸者遊びに興じ，祇園から大学へ駆けつけ

る 2，華やかな肩書とは裏腹にどこか哀しみを湛えた顔立ちと，底なしの静寂

を内に秘めた詩人哲学者が「異端者たるの覚悟」3 を持って問うた「いき」と

は何であったのか．そこで本稿では，なぜ九鬼周造が「いき」を論じざるを得

なかったのか，そして「いき」がどのようにして自己救済となったのかを考察

する． 

 

生い立ちから「いき」へ	

 

九鬼周造は 1888年，父・隆一と母・波津(又は波津子)の四男として東京・芝

に生まれる．父・隆一は文部官僚を経て駐米全権公使，帝国博物館総長，貴族

院議員を務めた男爵，母・波津は京都・祇園出身の芸者であった 4．当時の花

街は身売りした貧しい女が創る「虚構の世界」5 であり，九鬼周造は「光」で

あるエリートの父と，「影」である苦界の母との間に言わば光と影の「交点」6 と

して生まれ，世の中の明暗を複眼的に見る人生を歩むことになる．隆一が駐米

公使であった 1887年に夫に同行していた波津の懐妊がわかり，隆一は波津を日

本で出産させるため当時部下であった岡倉天心にエスコートを託して日本へ帰



生々流転する形而上的自己 
 

230 
 

す．ところがワシントンから日本までの 30日間の船旅で天心と波津は恋に落ち，

隆一と波津は離婚，波津はこの事件を機に精神を病み，後に長く精神病院に入

院することになる 7．そのため周造が物心ついた頃には既に“普通の家庭”は

崩壊しており 8，彼は父と母，光と影の狭間で引き裂かれ自己存立の基盤を失

くしていた．人間には自己の基盤が必要であり，その基盤の多くは幼少期に親

をはじめとする濃密な交流が可能な他者を通して形成される．そのため親は自

己形成の基盤を提供すると同時に，自己に巨大な影響を与え，拘束し，介入し

続けることになる．そうした中で「周造は生母の波津子にかぎりない憧憬を抱

く」9．これは基盤を求め，始原としての母への止み難い欲求が生じたためであ

り，また周造が男性としてのペルソナ 10 を要求される中で母をアニマ 11 として

措定することで内的欠如を補完し，自己形成を試みた結果でもある．しかし彼

の基盤は壊れたままであり，母喪失の状況下で母の生きた花街の美意識「いき」

への探求が周造にとって切実な課題となる．それは母への途が断たれた後も，

母の人生を支えた美意識を思想的に受容することで，象徴としての母との対話

を通して自己基盤を得ようとしたためである． 

ここで周造にとって「哲学は個性の体験から生れる」のであり，「体験に基

いた認識である」12 とすれば，母の影を追い求めた「いき」への探求にこそ周

造の描く自己基盤の元型が横たわっているはずである．そこで本稿では「いき」

を構成する三要素に着目して「いき」が描く自己の姿について考察する．また

従来の見方では周造は「いき」の内包的構造として「媚態」と「意気地」と「諦

め」を挙げ，「いき」は「媚態」を基礎とし，これに「意気地」と「諦め」が付

加されることで成立すると考えてきた 13．しかし，こうした従来の構造的把握

ではなく，本稿では「媚態」と「意気地」と「諦め」という三つの契機の機能

的把握により拓かれる動的な自己存立のあり方を追ってみたい． 

 

出会いとしての自己	

 

まず九鬼周造によれば，自己存立のあり方を考察するには「抽象の哲学」と

「現実の哲学」という二つの立場がある 14．「抽象の哲学は思考によって存在を

構成する．即ち「甲は甲である」という同一律によってのみ存在を解釈する」15．



生々流転する形而上的自己 
 

231 
 

そのため「生成」や「変化」は起こり得ない．なぜなら生成とは無から有に移

ることであり，一つの状態から他の状態に移る過程で両方の状態を合わせ持つ

状態が出現するが，こうした無と有というような乖離的概念が同時に措定され

ることは抽象的思考においては不可能だからである．つまり無から有への移行

は同一律に矛盾しているのである．さらに甲＝甲も厳密には二つの甲が区別さ

れているため同一律とは言えない．そのため最も厳密な同一律を存在のあり方

に適用すれば端的に甲ということになる．以上から抽象の哲学は永遠・不変で

分割できない絶対的な一者だけが実在すると考える 16．他方で「現実の哲学」

は本質的には同一律は必ずしも適用されないと考える．それは「与えられた現

実には矛盾はないので反対があるのみである」17 からである．つまり無と有と

が矛盾していることは単に思考によってのみ生じる結果であり，現実には無と

有とは「矛盾」ではなく「反対」であるだけである．そして反対の状態であれ

ば，例えば白と黒という反対の色が同時に存在して灰色になるように共存は可

能である．こうして現実を「反対の一致」によって解釈し，同一律の絶対的適

応を排斥することで，乖離的概念が同時に措定されることを可能にするのが現

実の哲学の立場であり，その結果，世界は絶え間ない生成として捉えられる 18．

そして「凡そ人間の悩みから生れ，人間の悩みに訴える哲学でなければ生命を

有った哲学ではない」19 のであり，「哲学とは人生観を含んだ世界観である」20 

と考える九鬼にとっての自己存立を考える時，出発点として個別性・特殊性の

把握を志向する「現実の哲学」を採用することがふさわしい． 

こうした前提のもとで自己とは「もの」ではなく「こと」＝「自分であるこ

と」であり 21，「私は汝を認めることによって私であり，汝は私を認めることに

よって汝である」22 とすれば自己基盤は自らの存在根拠を自らのうちに持たず

「他者によって」存在するため他因的である 23．そのため「いき」が「一元的の

自己が自己に対して異性を措定し，自己と異性との間に可能的関係を構成する

二元的態度」24 を要求するように，自己存立は男と女，さらに自己と他者とい

う二元的構図を前提とする．そして「自己が自己として自らを自覚しうるのは，

自己が自己ならざるものに出会った時である」25 とすれば，この二元的構図に

おいて自己は他者との「出会い」により生成する．では自己と他者は如何にし

て出会うのであろうか． 
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引力と斥力の狭間で	

 

プラトンによれば，人間は元来男女両性を備えた「全一」なる存在であり，

神により一身に宿った両性が引き裂かれ現在の男女別々の姿になった 26．その

ため人間は元の「全一」なる姿に帰るべく常にかつての片割れを探し求める．

ここに片割れが片割れとして自覚する「寂しさ」と，一つの片割れが他の片割

れを求めて全きものになろうとする「恋しさ」が生まれ 27，自らの欠如を埋め

ようとして異性(他者)との間で互いを引き合う引力が生じる．これを「媚態」

とすれば，媚態は男女，さらに自他が色気を媒介として「接近する程，強度を

増し」28，自他の距離を出来る限り近づけようとする自他合一的志向である． 

しかし異性(他者)との合一を前にして人間は根源的な「無への不安」に襲わ

れる．自己は他者を待って初めて自己たり得るのであり，他者との一元化は自

己消滅を意味する．そこは自他の区別も対立もない安寧な「無」の世界だが，

「自己保存の欲求」29 を持つ人間は「自己を完全に失ってしまうのではないか」

という不安に耐えられなくなる．一度自他の区別を識った人間は二度と自他の

区別も自己概念もない無の世界には戻れないのであり，無の世界から逃れよう

とする衝動が自他合一を阻止する斥力として生じる．これを「意気地」とすれ

ば，意気地は「異性に対して一種の反抗を示す強味をもった意識」30 であり，

異性(他者)との一元化を目指す欲望に支配されない自他分離的志向として働く． 

この斥力により自他は再び遠く離れ，今度は自己存立の前提である他者が見

えなくなり，他者喪失による自己消滅の不安から再び引力による自他接近へと

向かう．結局，自他の完全な合一も絶対的な分離も他者喪失による自己消滅を

意味し，自他は媚態と意気地という引力と斥力の狭間で出会いと別れを繰り返

しながら，その都度の自己と他者を立ち上がらせる．ここで自他の出会いによ

り生成する自己と他者は，出会う前には生成していないため 31，如何にして両

者は出会い得るのかという疑問が生じるが，それは「もの」としての自他が出

会うことで「こと」としての自他が生成するためであると考えることができる 32．

そして「こと」としての「自己とはそれ自身に関係するところの関係そのもの

である」33 とすれば，自己は引力と斥力の狭間で不安定に揺れ動く関係の中で

瞬間毎の出会いと別れにより起滅を繰り返す「非連続の連続」34 としてあり，
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この自己のあり様はちょうど「世の中は夢かうつつかうつつとも夢とも知らず

ありてなければ」35 という歌の「ありてなければ(夢現つ)」，つまり「ありてな

い」，あるけれどもなく，ないけれどもある 36 存在として立ち上がるのである． 

こうした水平的な他者との出会いにより生成する「こと」としての自己の基

盤とは何であろうか．非自己が他者であり，非他者が自己である以上，自己と

他者は互いの否定として相互の存在を前提に定義される．そのため他者の定義

には既に自己の存在が前提されており，自己の基盤を出会った他者の存在に求

めることは循環論法に陥り不可能である．そこで自己の基盤を得るには，そも

そも自己が他者と出会うのはなぜかという垂直的な根拠を考察する必要がある． 

 

偶然性の海	

 

では自己と他者が不安定に揺れ動く関係の中で出会う根拠とは何か．この問

いに答えるには自他の出会いに至る因果系列を遡る必要がある．つまりある時

空間 Pで自己と他者が出会う場合を考え，出会う瞬間に自己が Pに存在すると

いう結果の原因 A1，さらに原因 A1の原因 A2，原因 A2の原因 A3…というよう

に自己が Pに至る因果系列 AN(Nは自然数)を措定する．同様に他者が自己と出

会う瞬間に Pに存在するという結果の原因 B1，さらに原因 B1の原因 B2，原因

B2の原因 B3…というように他者が P に至る因果系列 BM(M は自然数)を措定す

る．そして自己と他者の出会いには因果関係に基づく根拠が存在するとすれば，

自他の出会いという結果に至る原因が因果系列ANとBMの間に見出せるはずで

あり，この共通原因を C1(＝AN1＝BM1)とおく．すると自他の出会いという結果

の原因 C１に対して，さらに原因 C1の原因 C2，原因 C2の原因 C3…というよう

に自他の出会いに至る因果系列 Ci(iは自然数)を措定できる．そして自他の出会

いに至った原因の連鎖を無窮に遡って行き，最初の原因 Cn(n は自然数)を考え

る時，この原因 Cnが必然であったと仮定する．すると原因 Cnが必然的に生じ

たのであれば，その必然性を頼りに原因 Cn＋1にまで原因の連鎖を遡ることが出

来てしまい，これは原因 Cnが自他の出会いに至った原因の連鎖の終着点である

ことに矛盾する．このことから原因 Cnを必然と仮定したことは誤りであり，原

因 Cnは偶然であったことがわかる．つまり自己と他者が出会う原因を突き詰め
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れば「初めに偶然があった」のであり，偶然性はどこまでも「無概念的，無関

係的なもの」37 であるから自己と他者の出会いは無根拠であり，自他の出会い

により生じる自己の存在も突き詰めれば無根拠だとわかる．あらゆる時，あら

ゆる場所で繰り返される自己と他者の出会いは全て無根拠に支配された「偶然

性の海」38 から，まさに偶然立ち昇った因果系列の先端で生じる奇跡の現象で

あり，他者との邂逅で生じる自己は偶々こうしてあるが，ないこともあり得た

存在である．その意味で自己は「「この場所」にまた「この瞬間」に産み落とさ

れた尖端的な虚弱な存在」39 であり，「無の深淵の上に壊れ易い仮小屋を建てて

住んでいる」40 ようなものなのである． 

ここに来て議論は自己存在の根拠への問いをどこまでも突き詰めていった

結果，自己存在そのものが無根拠性の中へ消えていくという極めて逆説的な事

態に至ったのである． 

 

偶然性という不変の原理を諦め/明らめる	

 

ヘラクレイトス(Herakleitos)は「万物は流転する」と言い，世界の原理は運動

であり，万物は対立することにより生成変化すると考えた．そして変化するも

のは変化しないものがあって初めて変化するとし，変化の根底に不変の原理を

想定した 41．そして今，「遠い遠いところ……私が生まれたよりももっと遠いと

ころ……そこではまだ可能が可能のままであったところ」42 である偶然性の海

から偶然立ち昇った因果系列の先端で，媚態と意気地という引力と斥力により

絶えず揺れ動き，邂逅と別離を繰り返しながら起滅する自己が示すのは，偶然

性が不変の原理だということである．そして自己を生む始原の偶然性を一種の

「運命」と考えれば，「運命に対する知見に基づいて執着を離脱した無関心」43 と

しての「諦め」により運命をありのままに受容することで「垢抜して(諦)，張

のある(意気地)，色っぽさ(媚態)」44 としての「いき」が成立する．つまり「「い

き」とは常に偶然性に対して身を開き，偶然性を含み込んだ生き方」45 なので

ある． 

また諦めとは，断念するという意味と同時に「明らめ(諦め)」として真理を

明らかにするという意味を持ち 46，多くの邂逅と別離により自他の生々流転を
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絶えず認識することで安定的な自己の基盤を諦め，自己の根底に「虚無」の真

相を明らめることであり，自らの運命を踏み板として新たな自己の立脚点を得

る創造的態度である．そしてここにこそ「いき」が自己救済として機能し得る

可能性が開かれている． 

 

自己救済としての「いき」	

 

九鬼周造により理論化された「媚態」と「意気地」と「諦め」を契機として

成立する「いき」は元来，化政期以降の深川芸者を中心とした江戸色道論 47 に

おける美意識であり，「女性の生」の原理をテーマとしていた 48．そこでは金で

買われた貧しい女が徹底的に磨き上げられ「虚構の女」49 となり，虚構空間と

しての遊里で男女の駆け引きを繰り広げ，「誠は嘘の皮，うそはまことのほね．

まよへばうそもまこととなり，さとればまこともうそとなる．うそとまことの

中の町，まよふもよし原，さとるもよし原」50 という遊戯的な男女関係が理想

とされ，本当に見える嘘，嘘とわかりつつ信じる真心という虚実入り混じる自

他の邂逅と別離をありのままに受け入れ軽やかに生きる生の美意識として「い

き」は育まれた． 

しかし虚実入り混じる苦界で邂逅と別離を繰り返しながら虚構の自己を生

きているのは遊女だけであろうか．人は皆，何かを演じ，何かになりすまして

生きているのであり，この世は「うそとまことの中の町」で，この世の生は「浮

かみもやらぬ，流れのうき(浮き・憂き)身」51 である．そして私も汝も，一切

衆生も始原において自ら各々の生を選んだわけでも，選べたわけでもない，様々

な可能性があった中で，なぜこの現実なのか．「糸より細き縁ぢゃもの，つい切

れ易くて綻びて」52 という出会いと別れの中で無から有へ，有から無へと生々

流転する自己を必死に生きながら，揺らぐ自他関係から立ち上がる儚い自己の

根拠を懸命に求めた末に自己の根源的な無根拠性を悟り，「どこからともなくや

ってきて，どこにあるとも知れず，どこへともなく去っていく」53 自己のあり

様を正面からありのままに受容する．そこで初めて自己の現実を無いこともあ

り得た無数の可能性の中から偶々生成した一つに過ぎず変わりゆくものだと考

えることで，身動きがとれず凝り固まった苦界の自己から解放され，自己への
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新たな展望を開くことができる．そして偶然生成し流転する自己ゆえに自己を

生きることに限りない自由を見出し，自らの現実を自らあたかも意志したかの

如く受容し生きる時に「いき」という現象が立ち上がり，自己救済としての「い

き」の境地が開けるのである． 

 

おわりに	

 

人間は自己の基盤を求める生き物であり，その基盤の多くは幼少期に親をは

じめとする濃密な交流が可能な他者を通して形成される．そのため親の存在は

自己の安定的な保持に役立つ一方で，基盤に刻印され，生涯にわたり自己に暴

力的な程介入し，自己を拘束し続けることになる．しかし九鬼周造の場合は親

の機能的欠如により基盤形成ができず，常に自己の不安定さ，儚さに苦しみ続

けることになる．そのため生涯を通して基盤を求め，始原の場である母，さら

に母の生きた花街の美意識「いき」へと哲学的探求を続ける．そして自己の本

来的な流動性と，始原的な偶然性を明らかにし，基盤を求めるという行為自体

の虚無性を解き明かし，それゆえに自己とは介入も拘束もなく自由に創造的に

生きられるものであることを突き止めた．これは自己の基盤が客観的実体を持

たず主観世界の中に立ち上がるものであり，また混沌とした偶然性の海から創

発するものであることを示している．そしてこの創発の仕方は極めて個別的・

特殊的であり，そのあり様も可塑性に富み，その時々の自己のあり様により偶

然を介してチューニングされ，変化していく可能性を示している．そしてこの

チューニング内容はどのような環境や自他関係を経験するかにより流動的であ

り，九鬼周造はその流動性を明らかにし，そこに自由を見出し，哲学的思索に

よる形而上的自己チューニングの可能性を拓いたのである 54．そして，これこ

そが「いき」の境地であり，母の生きた世界の美学でもあった．彼にとって「い

き」の哲学とは不安定な自己を肯定し，救済するための生存を懸けた営みであ

り，「生き」かたであったのである． 

彼は「皮相的なことは脇に置いておこう，私はあらゆるものの根底にあるも

のについて語りたい」55 と言い，「いき」という花街特有の現象の中に人間精神

の全体的表現 56 を探り，普遍的な自己の原理を求めた 57．ただ，「胸に暗黒な



生々流転する形而上的自己 
 

237 
 

ものを有って暗黒のために悩まなければ哲学らしい哲学は生まれて来ない」58

のであり，「婀娜っぽい，かろらかな微笑の裏に眞摯な熱い涙のほのかな痕跡を

見詰めたときに，はじめて「いき」の眞相を把握し得た」59 と言うように，「い

き」という自己救済の地平は決して無代価で得られたものではないのである． 
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